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Dr. Hiroya Nakamura,D.C. 

 是非当院へ一度お越し下さい！各種保険取り扱いしております。 

CALL(847)891-1112   

655 S. Roselle Rd. Schaumburg, IL 60193 
＜むち打ち症治療のスペシャリスト＞ 

 これらの痛みでお悩みの方… 
・頭痛   ・腕/足の痛み  ・車両事故の後遺症 

・首の痛み  ・背中/腰の痛み  ・スポーツ障害 

 シャンバーグエリアの鍼・カイロプラクティックセンター 

初回の背骨の検診は無料です。 

中村先生は 

カイロプラクティック専門書 

「Neck Pain, Neck Pain… 

You Don’t, Want It, You Don’t 

Need It」の寄稿著書として知ら

れています。               © FC 

Ｄｒ．中村ひろや 

 ところで、存在不安の強い親は、ダブルバインド

で外から檻に閉じこめるだけではなく、子どもの内

側からも自律の芽を摘み取ります。 
 

■４，『自分を信じるな』という禁止令 

「おまえは暗示にかかりやすいから気をつけろ」 

「おまえは思いこみが激しいからなぁ」 

「おまえは自分を過信しすぎる」 

「あなたはいつもボーッとしているから、 

そういうことになるのよ」 

「あなたのやることなすこと心配でしょうがない」 

「あんたはそそっかしいんだから注意してね」 

「後先考えずに行動するからそうなるんだ。 

よく考えてから行動しろ」 

「もう本当におっちょこちょいなんだから…」 

「そんな甘い考えでうまくいくはずがない」 

「そんなことじゃあ、絶対に失敗する」 

「何をやってもダメだな…」 
 

 親からこういうレッテルを貼られて自信を持てる

子どもはいません。まず、「あるがままの自分はダ

メ」という自分に対する不信と不安が植え付けら

れます。自分自身が否定されているのですから、

何をやっていても楽しくありません。それどころか、

常に自分の言動がそれでいいのか、正しいのか

正しくないのか、相手に不快を与えていないか、 

この思いは妥当なのか…、際限なく自己チェック

を行うようになり、しかもわからないのです。苦しい

ですね。 
 

 次に、人を信用できなくなります。自分を信用で

きない人が他人を信用できるはずもありません

が、例えば、「この人は自分を暗示にかけようとし

ているのではないか」と常に警戒し、心を許すこと

ができません。こうして自分が自分を信用できず、

そのため他人をも信用できなくさせられ、社会から

孤絶した疎外感を味わうことになります。しかし、こ

の疎外は、あなたが悪い訳でも社会が悪い訳でも

なく、あなたの親がかけた呪文の効果なのです。 

 
 なぜ、親がこのような呪文をかけるかというと、あ

なたを一生手元に置いておきたいからです。しか

し、それは愛ではありません。なぜなら、手元に置

いてもあなたの気持ちを聴こうとはしませんから。

つまり、お人形やペットと同じような扱いで“置かれ

る”ことになります。 

 ではなぜ置いておきたいのか？  

自分の心の空洞を埋めるためと存在不安から逃

げるためです。心の空洞を埋めるために、人は時

間をなすべき事で埋め、空間をモノで埋めていき

ます。また、存在不安から逃げるために、自分の

意識を外に向けさせるものを探し続けます。   

仕事や趣味がその二大対象でしょうね。 
 

 しかし、仕事は定年があり、自分が打ち込める趣

味を見つけられるとも限りません。そんな中、一生

食いっぱぐれがなく、無理なく意識を向けられる存

在が“わが子”なのです。ですから、存在不安のあ

る親は無意識に子どもに取り憑きます。そして、上

記のような禁止令を子どもに投げかけて自身を奪

い（細かく言えば、セルフエスティーム（自尊心）や

セルフエフィカシー（自己効力感）を奪い）、子ども

が自律できないように育てていくのです。 

 
 もしあなたが何か行動しようとしたときに、頭の中

で思考がグルグル回り始めてあれこれ考えた挙げ

句、結局、や～めた、ということになったら、あなた

の中に棲んでいる親（ＩＰ：インナーペアレンツ）の

勝利です。なぜなら、自分の思いで行動させない

こと―それが、ＩＰの役割だからです。自分の思い

で行動すると背骨ができはじめ、背骨ができると

人は自律していきますからね。 

 自分を信じることができない人の敵は、自分の

中に棲むＩＰです。 

＜続く＞（中尾 英司） 

※本稿はブログ「あなたの子どもを加害者にしないため

に」でもご覧いただけます。      （パビリオン編集部） 

●モラル・ハラスメントをご存じですか？● 
 

２．自分（人）が信じられない人 （28） 


